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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】異物を比重分離する油水分離タンクに切削液、
洗浄液のような界面活性剤により油水分離タンク内に発
生する泡の強制破壊、消泡する浮上異物の回収装置を提
供する。
【解決手段】エアー式エジェクターによる処理液の表層
に浮上する異物の吸引回収するための浮上異物回収装置
において、油水分離タンク１０に発生する泡の堆積する
該油水分離タンク１０内上面空間部にバキューム吸引用
エジェクター４－１の排気圧により加圧するための該油
水分離タンク内加圧用パッキン付加圧重量蓋１２を設け
、該油水分離タンク１０上部空間部を加圧することによ
り、該油水分離タンク１０上面に発生する泡を強制的に
破壊、消泡させると共に、該油水分離タンク１０空間部
の圧力維持のため、比重分離でクリーンにされた処理液
のクリーン出口ホース１５を処理液タンク８に６０ｍｍ
以上水没させたことを特徴とする浮上異物の回収装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
エアー式エジェクターによる処理液の表層に浮上する異物の吸引回収するための浮上異物
回収装置において、油水分離タンクに発生する泡の堆積する該油水分離タンク内上面空間
部にバキューム吸引用エジェクターの排気圧により加圧するための該油水分離タンク内加
圧用パッキン付加圧重量蓋を設け、該油水分離タンク上部空間部を加圧することにより、
該油水分離タンク上面に発生する泡を強制的に破壊、消泡させると共に、該油水分離タン
ク空間部の圧力維持のため、比重分離でクリーンにされた処理液のクリーン出口ホースを
処理液タンクに６０ｍｍ以上水没させたことを特徴とする浮上異物の回収装置。
【請求項２】
エアー式エジェクター浮上異物の回収装置に限らず、液吸引ポンプ式浮上異物の回収装置
において、圧縮エアー源から油水分離タンク内加圧調整バルブを介して油水分離タンク内
加圧用エアーブローノズルを配設し、該油水分離タンク内加圧用エアーブローノズルから
エアーブローさせ、油水分離タンク上面に発生する泡を強制的に破壊、消泡させることを
特徴とする浮上異物の回収装置。
【請求項３】
請求項１または２に記載する浮上異物の回収装置において、排気エアーがミストとなり空
中に散乱し、環境悪化を防止するため、廃油出口ダクト下部にフレキシブルダクトで廃油
受ペール缶に接続し、該廃油受ペール缶を透明または半透明な廃油受ペール缶密閉用ワン
タッチ開閉蓋を設け、該透明または半透明な廃油受ペール缶密閉用ワンタッチ開閉蓋上部
に廃油缶用オリフィス付排気ホースを処理液タンク水面上に設置することを特徴とする浮
上異物の回収装置。
【請求項４】
請求項３に記載する浮上異物の回収装置において、廃油受ペール缶を採用するに当たり、
該廃油受ペール缶内容量を確認可能とするために、廃油缶油面満杯検知を設置し、この液
面廃油缶油面満杯検知によって供給エアー源自動停止用自動弁でエアー源を停止させるこ
とを可能としたことを特徴とする浮上異物の回収装置。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか１項に記載する浮上異物の回収装置において、油水分離タンク内
に堆積するスラッジを自動排出するため、該油水分離タンク加圧部とコンベヤスラッジ排
出部を該油水分離タンク内液底部近く迄の仕切板でコンベヤ排出部に泡の発生を抑え、コ
ンベヤの戻り掻き板を該仕切板に沿って移動し、該コンベヤ排出部に発生した泡を液面中
に押し込むことでコンベヤスラッジ排出部の泡を強制的に破壊、消泡するコンベヤ付油水
分離タンクからなることを特徴とする浮上する異物の回収装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浮上する異物（以下、油、スラッジおよび泡）の回収装置において、異物を
比重分離する油水分離タンクに切削液、洗浄液のような界面活性剤（以下、処理液）によ
り油水分離タンク内に発生する泡の強制破壊、消泡する浮上異物の回収装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、工場での洗浄工程の洗浄液や工作機械に使用される切削液の処理タンクの液面上
に浮遊する異物を回収、除去し、処理液の腐敗、寿命延長により、廃棄費用を削減する方
法が取り組まれている。処理タンクの上面を吸引するようフロートサクションノズルを設
置し、吸引した異物と処理液を油水分離タンクに送り、比重分離で処理液を元の処理タン
クに送り、異物を回収する。この場合に、処理液には界面活性剤が含まれているために、
時として油水分離タンクに多量の泡が発生する場合がある。
【０００３】
　上記油水分離タンクに泡が発生すると泡が油水分離タンクからこぼれ出したり、比重分
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離で処理した処理液に多量に含んだ泡が廃油缶に流れ出てしまう。この現象は油水分離装
置としての性能が著しく損なわれてしまう結果となる。そのため、油水分離タンクに発生
する泡を速やかに破壊、消泡することが必要となる。
【０００４】
　例えば、フロートサクション式浮上異物回収装置の油水分離タンクはタンク内で発生す
る泡の対策として、油水分離タンクを２重、３重にする表面積を拡大する方法、または上
面をボルト止め密閉蓋を取付け泡の外部漏れを防止する方法に留まっていた。この方法は
泡その物を積極的に破壊、消泡する方法ではない泡の消泡時間を必要とする自然消滅を待
つ方法のため、大型タンクを必要とするコストアップと設置スペースアップを招いていた
。また、もう一つの課題は、廃油ボックス、廃油ペール缶に、泡に多量に含まれる切削液
、洗浄液（以下、処理液という）が排出されるという油水分離性能の低下が発生していた
。すなわち、泡には僅かな浮上異物も含まれるが大部分は処理液のため、泡が油水分離タ
ンクで多量に発生し、積極的な泡の破壊、消泡が行われない場合は本来の目的とする浮上
する異物の回収装置の性能は低下する。そのため、泡の多量に発生する処理液で浮上異物
回収装置の性能アップには油水分離タンクに発生する泡の積極的な破壊、消泡が非常に重
要な問題である。
【０００５】
　上述のような課題において、近年、特に研削盤加工のような切削液の場合には一般にワ
ークの面粗度アップのため、ソリブル系が使用されている。このソリブル液の界面活性剤
が処理タンクに多量の泡発生を引き起こす。そこでソリブル液を吸引し、回収装置の油水
分離タンクに送ると、表面積の小さなタンクでは特に泡の溢れ出る問題が度々発生する。
また、タンクから溢れ出ないようにボルト止めのような密閉蓋を付けて対応するが一番の
トラブルは油水分離タンクに比重分離で油より上面に泡発生する泡が廃油受け箱、ペール
缶に混入する切削液持出しが油水分離装置としての性能が著しく低下する結果を招く。
【０００６】
　上記のようなトラブルを解消するためには、油水分離タンクには浮上異物以外の処理液
を極力持ち込まない。また、油水分離タンクに泡の消泡機構を設け、泡を可能な限り消泡
し、処理液の持出しを減らす必要がある。そこで、既に出願人が提出した、特開２０１３
－２３０４５８号公報（特許文献１）において、処理タンク内の浮上油、スラッジ等を流
入させる流入口とその流入口に接続するフレキシブルホースまたは流入管とその流入口を
処理タンク液面に位置するための２個以上のフロートを固定し、かつサクション密閉室を
フレキシブルホースまたは流入管の流入口から混合液が大気圧で流れ込むための落差を得
るために少なくとも３０ｍｍ以上下方に配置すると共に、サクション密閉室が常に大気圧
を維持するための通気管または流入管を設けた浮上油、浮上スラッジの回収方法およびそ
の装置を提案した。
【０００７】
　また、特開２０１５－２１１９５２号公報（特許文献２）には、エアー式エジェクタに
よる液体の表層に浮上する異物の吸引回収するための浮上異物の回収装置において、エジ
ェクタから油水分離タンクに吐出された際に発生する泡およびミストの飛散を防止するた
めに、油水分離タンクの入口にミスト減衰泡水滴化分離筒を設け、油分分離タンク表面か
らのミスト飛散防止に容易に開閉可能な内部点検用の取手付き透明ミスト飛散防止カバー
と廃油口開口部からのミスト飛散防止にタンク水面近傍に上下調整可能な仕切板を有する
油水分離タンクを配設した浮上する異物の回収方法を提案した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１３－２３０４５８号公報
【特許文献２】特開２０１５－２１１９５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　しかしながら、上述した特許文献１では、特に油水分離タンクに吐出された際に発生す
る泡およびミストの飛散を防止するための手段については何ら積極的に触れられていない
。また、特許文献２では、確かに、エジェクターから油分分離タンクに吐出された際に発
生する泡およびミストの飛散を防止するために、油水分離タンクの入口にミスト減衰泡水
滴化分離筒を設け、油分分離タンク表面からのミスト飛散防止に容易に開閉可能な内部点
検用の取手付き透明ミスト飛散防止カバーと廃油口開口部からのミスト飛散防止にタンク
水面近傍に上下調整可能な仕切板を有する油水分分離タンクを配設して浮上する異物の回
収装置およびその方法ではあるが、しかし、油水分離タンク内の泡の消泡能力のアップで
泡がタンク内で高く漏れることの発生や廃油回収ボックスに泡の持出しを可能な限り少な
くするという課題については必ずしも十分でない。
【００１０】
　一方、上述したような水面に浮上している油を回収する浮上油回収装置の場合は、一般
的に処理液を吸込む際に一緒に浮上異物を回収する方法であって、この場合には処理タン
ク表面には泡が多量に発生し、その泡に汚れた異物が付着する場合が多くなり、そのため
にも、この泡の回収が要求される。また、一般的な浮上異物回収装置のダイヤフラムポン
プを使用するタイプまたは処理液を吸引するポンプのタイプでは水面高く浮遊する泡は処
理液の流れと一緒に回収できない。液の吸引に追従して吸引する方法では泡だけ取り残さ
れる状態になり、泡の回収が困難な結果となる。
【００１１】
　また、処理タンクには、泡が多量に発生し、上述のように、その泡に汚れた異物が付着
する場合が発生している。そこでこの汚れた泡の回収が要求され発生するスラッジ、油が
付着した泡をも回収するための新しい課題が生じ、油、スラッジの他に処理タンクに浮遊
する泡を回収する必要が求められて来た。しかしながら、上述したいずれの特許文献につ
いては油、スラッジの対策は行われているとしても泡をも同時に回収する技術については
何らの開示もされていないのが実状である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述した課題に応じるべく、発明者は、油、スラッジの他に油水分離タンクに浮遊する
泡を回収するために鋭意開発を進めた結果、処理液の表層に浮上する異物の吸引回収する
ための浮上異物の回収装置、または処理液吸引のポンプによる浮上異物の回収装置におい
て、泡が多量に発生する処理液の場合、装置の性能アップにはこの泡の積極的な消泡が廃
油ボックス、ベール缶に処理液の混入を防ぐ、重要な要素となり、油水分離タンクをいた
ずらにタンク表面積を拡大することなく、発生する泡を圧縮エアーの圧力で強制的に破壊
、消泡し、油水分離タンク、または廃油受ベール缶に漏れる処理液の混入を減少させるこ
とを可能とした浮上異物回収装置を提供するものである。
【００１３】
　その発明の要旨とするところは、
（１）エアー式エジェクターによる処理液の表層に浮上する異物の吸引回収するための浮
上異物回収装置において、油水分離タンクに発生する泡の堆積する該油水分離タンク内上
面空間部にバキューム吸引用エジェクターの排気圧により加圧するための該油水分離タン
ク内加圧用パッキン付加圧重量蓋を設け、該油水分離タンク上部空間部を加圧することに
より、該油水分離タンク上面に発生する泡を強制的に破壊、消泡させると共に、該油水分
離タンク空間部の圧力維持のため、比重分離でクリーンにされた処理液のクリーン出口ホ
ースを処理液タンクに６０ｍｍ以上水没させたことを特徴とする浮上異物の回収装置。
【００１４】
　（２）エアー式エジェクター浮上異物の回収装置に限らず、液吸引ポンプ式浮上異物の
回収装置において、圧縮エアー源から油水分離タンク内加圧調整バルブを介して油水分離
タンク内加圧用エアーブローノズルを配設し、該油水分離タンク内加圧用エアーブローノ
ズルからエアーブローさせ、油水分離タンク上面に発生する泡を強制的に破壊、消泡させ
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ることを特徴とする浮上異物の回収装置。
【００１５】
　（３）前記（１）または（２）に記載する浮上異物の回収装置において、排気エアーが
ミストとなり空中に散乱し、環境悪化を防止するため、廃油出口ダクト下部にフレキシブ
ルダクトで廃油受ペール缶に接続し、該廃油受ペール缶を透明または半透明な廃油受ペー
ル缶密閉用ワンタッチ開閉蓋を設け、該透明または半透明な廃油受ペール缶密閉用ワンタ
ッチ開閉蓋上部に廃油缶用オリフィス付排気ホースを処理液タンク水面上に設置すること
を特徴とする浮上異物の回収装置。
【００１６】
　（４）前記（３）に記載する浮上異物の回収装置において、ペール缶内不可視廃油受ペ
ール缶を採用するに当たり、該廃油受ペール缶内容量を確認可能とするために、廃油缶油
面満杯検知を設置し、この液面廃油缶油面満杯検知によって供給エアー源自動停止用自動
弁でエアー源をストップさせることを可能としたことを特徴とする浮上異物の回収装置。
　　
【００１７】
　（５）前記（１）～（４）のいずれか１に記載する浮上異物の回収装置において、油水
分離タンク内に堆積するスラッジを自動排出するため、該油水分離タンク加圧部とコンベ
ヤスラッジ排出部を該油水分離タンク内液底部近く迄の仕切板でコンベヤ排出部に泡の発
生を抑え、コンベヤの戻り掻き板を該仕切板に沿って移動し、該コンベヤ排出部に発生し
た泡を液面中に押し込むことでコンベヤスラッジ排出部の泡を強制的に破壊、消泡するコ
ンベヤ付油水分離タンクからなることを特徴とする浮上異物の回収装置にある。
【発明の効果】
【００１８】
　以上述べたように、本発明により、処理液の表層に浮上する異物の吸引回収するための
浮上異物の回収装置、または処理液吸引のポンプによる浮上異物の回収装置において、泡
が多量に発生する処理液の場合、油水分離タンクをいたずらにタンク表面積を拡大するこ
となく、発生する泡を圧縮エアーの圧力で強制的に破壊、消泡し、廃油受ペール缶に漏れ
る処理液の混入を減少させることを可能とした浮上異物回収装置を設備的に軽量で、かつ
安価に製造できる極めて優れた効果を奏するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係るエアー式エジェクターを使用した浮上する異物回収装置の全体工程
図である。
【図２】本発明に係る処理液吸引ポンプを使用した浮上する異物回収装置の全体工程図で
ある。
【図３】本発明に係る浮上する異物回収装置の全体工程図である。
【図４】本発明に係る浮上する異物回収装置の他の全体工程図である。
【図５】本発明に係るコンベヤ付き油水分離タンクでの異物回収装置の全体工程図である
。
【００２０】
　以下、本発明について詳細に説明する。
エアー式エジェクターによる処理液の表層に浮上する異物の吸引回収する為の浮上異物回
収装置の油水分離タンクに泡の堆積する油水分離タンク内上面空間部にエジェクターの排
気エアー圧により加圧するための密閉、または半密閉構造の重り付フタとパッキンでシー
ルする構造、またはボルト止めの密閉構造とし、油水分離タンク上部空間部を加圧するこ
とにより油水分離タンク上面に発生する泡を強制的に破壊、消泡させる。
【００２１】
　また、油水分離タンク空間部の圧力維持のためと、油水分離タンク内水面レベル調整位
置と実際の油水分離タンク内水面レベルが変化してしまうのを防ぐため、比重分離でクリ
ーンにされた処理液のクリーン出口ホースを処理液タンクにエアー漏れの無い深さ迄水没
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させる。その深さは６０ｍｍ以上とする。しかし、６０ｍｍ未満ではクリーン出口ホース
先端からエアー漏れが発生し、油水分離タンクのレベル調整高さと油水分離タンク内レベ
ルが異なる結果となり油水分離タンク内液面レベル調整が困難になる。したがって、６０
ｍｍ以上とした。また、廃油回収ダクトホースに油水分離タンク上面の空間部に所定の圧
力維持のために配管部の一部をオリフィスとなる絞り口径を設ける。こうして泡を強制的
に破壊、消泡し廃油受けペール缶に漏れる処理液を減少させ、油水分離装置としての性能
アップを図る。
【００２２】
　また、このままでは空中に切削液、油の混入したミストが漏れ環境が悪いため、廃油受
ペール缶を半透明または透明なワンタッチ密閉開閉蓋を設け、この蓋に廃油缶用オリフィ
ス付排気ホースを設け、廃油受ペール缶の内圧を適正に保つために口径を１０～２０ｍｍ
としフレキシブルホースで処理液タンク水面上面に水没しないように設置する。
【００２３】
　上記方法で油水分離タンク上面に発生する泡を油水分離タンク内加圧による消泡、エア
ーの流れを廃油受密閉ペール缶に向けることにより、油水分離タンク上面空間部で移動し
にくい消泡とりこぼしの泡を廃油ペール缶に向けて排出する。泡は油水分離タンク内加圧
による消泡効果で廃油受ペール缶に混入する処理液を減少させることが出来る油水分離タ
ンクとする。
【００２４】
　また、処理液吸引のポンプによる浮上油異物回収装置において、油水分離タンクに泡の
堆積する油水分離タンク内上面空間部に圧縮エアーにより加圧するための密閉、または半
密閉構造の重り付フタとパッキンでシールする構造、またはボルト止めの密閉構造とし、
上部空間部にエアーノズルを設置し、圧縮エアー源を油水分離タンク内加圧調整バルブを
介して、エアーブローノズルから圧縮エアーを噴出し、タンク上部空間部を加圧すること
によりタンク上面に発生する泡を強制的に破壊、消泡させる。
【００２５】
　上記エアーブローノズルは油水分離タンク上面空間部の泡を均一に消泡させるため、扇
型とし、万一油水分離タンク内での泡の異常盛り上りで油水分離タンク蓋からの溢れ防止
にエアーブローノズルは廃油口に向けておく。また、油水分離タンク空間部の圧力維持の
ため、比重分離でクリーンにされた処理液のクリーン出口ホースは処理液タンクにエアー
漏れの無い深さ迄水没させる。水没させる深さは好ましくは６０ｍｍ以上とする。また、
廃油出口ダクト下部にフレキシブルダクトで廃油回収ダクトホースで廃油受ペール缶に接
続する。この廃油受ペール缶はワンタッチ密閉開閉タイプ半透明、または透明で上部フタ
に廃油回収ダクト接続部、排気接続部を設け、排気接続部はタンク内圧を適正に保つため
の口径を１０～２０ｍｍとしフレキシブルな廃油缶用オリフィス付排気ホースで処理液タ
ンク水面上面に水没しないように設置する。
【００２６】
　この方法でタンク上面に発生する泡をタンク内加圧による強制的に破壊、消泡、エアー
の流れを廃油受密閉ペール缶に向ける事により、タンク上面空間部で移動しにくい消泡と
りこぼしの泡を廃油受ペール缶に向けて排出する。泡はタンク内加圧による消泡効果で廃
油受ペール缶に混入する処理液を減少させることが出来る油水分離タンクとする。
【００２７】
　また、油水分離タンクを底部に堆積するスラッジを自動排出するためのコンベアを付属
させ、油水分離タンク内に堆積するスラッジを自動排出する場合にも適用可能とするもの
である。そのためには、油水分離タンク加圧部とコンベヤスラッジ排出部を該油水分離タ
ンク内液底部近く迄の仕切板でコンベヤ排出部に泡の発生を抑え、コンベヤの戻り掻き板
を仕切板に沿って移動し、該コンベヤ排出部に発生した泡を液面中に押し込むことでコン
ベヤスラッジ排出部の泡を強制的に破壊、消泡するものである。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
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　以下、図面に従って詳細に説明する。図１は、本発明に係るエアー式エジェクターを使
用した浮上する異物回収装置の全体工程図である。この図１に示すように、エアー式エジ
ェクターを使用するに当たり、圧縮エアー源１から供給されたエアーは入切バルブ２を介
してレギュレーター３からバキューム吸引用エジェクター４－１に送られる。バキューム
吸引用エジェクター４－１はフレキシブル吸引ホース５に連結され、フレキシブル吸引ホ
ース５は吸引ノズル６と連結されている。なお、符号７はフロート、８は処理液タンクを
示す。
【００２９】
　一方、バキューム吸引用エジェクタ４－１は吐出ホース９を介して油水分離タンク１０
の油水分離タンク入口１１に処理液タンク８の表層に浮上する異物を吸引回収した浮上す
る異物の回収廃液２４が搬送され、油水分離タンク１０に供給される。油水分離タンク１
０では、油水分離タンク１０に泡の堆積する該油水分離タンク１０の内上面空間部にバキ
ューム吸引用エジェクター４ー１の排気圧により加圧するための油水分離タンク内加圧用
パッキン付圧力重量蓋１２を設け、該油水分離タンク１０の上部空間部を加圧することに
より、油水分離タンク１０の上面に発生する泡を強制的に破壊、消泡させる。
【００３０】
　油水分離タンク１０の空間部の圧力維持のため、比重分離でクリーンにされた処理液は
クリーン出口ホース１５により処理液タンク８にエアー漏れのない深さ迄水没させた状態
で排出される。その場合、クリーン液レベル調整付出口１４を設けて、処理液タンク８に
６０ｍｍ以上水没させて、廃油ダクトは廃油出口ダクト１３を介して廃油回収ダクトホー
ス２５により廃油受ペール缶１６に送られると同時に、廃油出口ダクト１３の下部には油
水分離タンク１０の空間部の泡を消泡出来る適正な圧力に維持するための配管口径として
１０～２０ｍｍ、またはオリフィスを設置する。符号１７は油水分離タンク１０の架台で
ある。
【００３１】
　図２は、本発明に係る処理液吸引ポンプを使用した浮上する異物回収装置の全体工程図
である。この図２は、圧縮エアーが処理液吸引ポンプ４－２に送られる間に入切バブル２
の出側に油水分離タンク内加圧調整バルブ１９を配設し、油水分離タンク内加圧調整バル
ブ１９は、油水分離タンク内加圧用エアーブローノズル１８を配設する。その他の工程は
図１と同じである。すなわち、図２は、圧縮エアーから処理液吸引ポンプ４－２にに送ら
れる間に油水分離タンク内加圧調整バルブ１９を配設し、油水分離タンク内加圧用エアー
ブローノズル１８からエアーブローされ、油水分離タンク１０の上面に発生する泡を強制
的に破壊、消泡させる。
【００３２】
　図３は、本発明に係る浮上する異物回収装置の全体工程図である。図３は、基本的な工
程は図１と同じである。この図３に示すように、排気エアーがミストとなり空中に散乱し
、環境悪化を防止するため、廃油出口ダクト１３の下部にフレキシブルな廃油回収ダクト
ホースで廃油受ペール缶１６に接続し、該廃油受ペール缶１６を半透明なワンタッチ密閉
開閉タイプ、または透明で上部フタに廃油出口ダクト接続部、排気接続部を設け、排気接
続部はタンク内圧を適正に保つために口径１０～２０ｍｍとし、フレキシブルな油水分離
タンク１０および廃油缶用オリフィス付排気ホース２１で処理液タンク８の水面上面に水
没しないように設置することで排気を処理液タンク８の液面上に向けることにより排気ミ
ストが該処理液タンク８の水面に向い空中への散乱を防ぐことを可能とする。
【００３３】
　図４は、本発明に係る浮上する他の異物回収装置の全体工程図である。図４は、基本的
な工程は図１と同じである。この図４に示すように、廃油回収ペール缶１６を採用するに
当たり、該廃油回収ペール缶１６の内容量を確認可能とするために、該廃油回収ペール缶
１６の蓋部に油水分離タンク１０の廃油出口ダクト１３と、排気ホース用の廃油缶用オリ
フィス付排気ホース２１を設け、かつ廃油缶油面満杯検知２２を設置し、この液面廃油缶
油面満杯検知２２によって供給エアー源自動停止用自動弁２３でエアー源を停止させるこ
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とを可能とした浮上異物の回収装置にある。
【００３４】
　図５は、本発明に係るコンベヤ付き油水分離タンクでの異物回収装置の全体工程図であ
る。図５は、基本的な工程は図１～４と同じである。この図５に示すように、コンベヤ付
き油水分離タンク２６を底部に堆積するスラッジを自動排出するためのコンベア２８を付
属したものである。コンベアスラッジ排出部２９は大気開放が必要なため、泡を消泡する
ための図１～４の基本構造を取り入れるために泡の消泡加圧部となる油水分離タンク内加
圧用パッキン付圧力重量蓋１２を有する加圧部とコンベアスラッジ排出部２９に水面深く
仕切るための仕切板３１を設けた構造の異物回収装置である。なお、符号２７は、コンベ
ヤでの戻り掻き板であり、また、符号３２は、スラッジ回収箱を示す。
【００３５】
　以上のように、本発明により、処理液の表層に浮上する異物の吸引回収するための浮上
異物の回収装置、または処理液吸引のポンプによる浮上異物の回収装置において、泡が多
量に発生する処理液の場合、油水分離タンクをいたずらにタンク表面積を拡大することな
く、発生する泡を圧縮エアーの圧力で消泡し、油水分離タンク、廃油受ベール缶から漏れ
る処理液の混入を減少させることを可能とした浮上異物回収装置を設備的に軽量で、かつ
安価に製造できる極めて優れた効果を奏するものである。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　以上、エアー式エジェクターを使用した浮上する異物回収装置を中心に説明してきたが
、しかし、エアー式エジェクターの使用のみに限定することなく、一般的なフロートサク
ション式浮上異物回収装置にも全く同一条件で適用可能であるし、また、エアー式エジェ
クターと全く同一作用、効果を均等に生じるものであることから、エアー式エジェクター
の請求範囲と均等のものである。
【符号の説明】
【００３７】
　１　圧縮エアー源
　２　入切バルブ
　３　レギュレーター
　４－１　バキューム吸引用エジェクター
　４－２　処理液吸引ポンプ
　５　フレキシブル吸引ホース
　６　吸引ノズル
　７　フロート
　８　処理液タンク
　９　吐出ホース
　１０　油水分離タンク
　１１　油水分離タンク入口
　１２　油水分離タンク内加圧用パッキン付圧力重量蓋
　１３　廃油出口ダクト
　１４　クリーン液レベル調整付出口
　１５　クリーン出口ホース
　１６　廃油受ペール缶
　１７　架台
　１８　エアーブローノズル
　１９　油水分離タンク内加圧調整バルブ
　２０　廃油受ペール缶密閉用ワンタッチ開閉蓋
　２１　廃油缶用オリフィス付排気ホース
　２２　廃油缶油面満杯検知
　２３　エアー源自動停止用自動弁
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　２４　浮上する異物の回収廃液
　２５　廃油回収ダクトホース
　２６　コンベヤ付き油水分離タンク
　２７　戻り掻き板
　２８　コンベヤ
　２９　コンベヤスラッジ排出部
　３０　スラッジ
　３１　仕切板
　３２　スラッジ回収箱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特許出願人　　合同会社Ｕ．ＥＮＧ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代理人　　弁理士　　椎　名　　彊
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